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 SNSやっています。

ご意見、ご要望を
 お聞かせください。
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鳥
取
市
議
会
議
員
太
田
ゆ
か
り
に
よ
る
鳥
取
市
政
レ
ポ
ー
ト

鳥
取
市
の
あ
り
方
や
、
具
体
的
な
政
策
を
提
言
し
、 

社
会
に
問
い
か
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
「
議
会
報
告
」、

日
々
思
う
こ
と
を
発
信
中
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　地方分権の時代、そして国際社会の今、地域の個性がますます尊重されて
きています。鳥取市民の方々の歴史・文化遺産に対する意識は高まってい
ます。今こそ鳥取らしさ、鳥取の尊い歴史・文化遺産を見いだし、それを活
かした地場産業の振興と住民が主役の「自立した鳥取市」をつくりましょう。

太田ゆかり：鳥取は江戸時代、32万石の城下
町でした。池田光仲によってつくられたその
まちでありますが、昭和18年の地震と27年
の大火に遭遇し、建物は多く傷んでしまった
ものがありました。しかし、その城跡と町割
りはしっかり残っています。城下の遺構を大
変よくあらわしていると思います。日本全国
どこを歩いても城下町だと言うかもしれませ
んが、この鳥取は本当にそのまちの姿をよく
残しています。
（略）このような歴史博物館との連携を深め
ていただき、小中学校における郷土教育の実
態を教えていただきたいと思います。（略）そ
して、さらにこのような歴史博物館の学芸員
さんたちが何年もかかってされたような研究
の成果を教育現場に生かしていただいておら
れるか、お教えください。また、市長様には、
城下町の遺構をどのように把握しておられて、
この町割りについてどのようなお考えを持っ
ておられるか、お尋ねします。

鳥取の財産は、歴史にある。その歴史
教育こそ地域活性化に重要と考えます。

現位置に市庁舎を建てる際に100年
の計とした意味は何か？

市の歴史博物館のパネルは、鳥取の城
下町の藩政時代の遺産が大変良く保存
されていることを良く示した。鳥取の
旧市街地全体を土木遺産として保存す
ることが大切だと考えます。

昭和8年竣工の京都大学法経本館。設計は
大倉三郎と、鳥取市役所を手がけた内藤資
忠。鳥取市役所は非常に優れた建物なのだ。

駅周辺のみに公共投資すれば、人々の動きは
そこのみに集中するでしょう。まち全体に回
遊しなくなります。昔からの商店街への人の
流れが減り、活気が失われては……困ります。

太田ゆかり：（鳥取市）の城下町の町割りの
基本は今日も維持されていることは前回の議
会でお話ししました。旧武家町が行政地区、
町人町が商業地区となっています。市役所は
かつて武家町の最南端、城下町の中央に位置
しているように思います。このことは、市民
の目から見て大変自然なことだと思えます。
鳥取市庁舎がいつから現在の位置に、そして
現在も同じ位置になった経緯を（略）

太田ゆかり：（略）さて、火災後、駅前には青
空市場が生まれ、若桜街道、智頭街道、片原、
大工町通りなどの商店街も、元気であったか
ら人々の回遊性が生まれました。市長が２核
２軸とおっしゃる話は昔から認識されていた
ように思いますが、違いますでしょうか。市
長のおっしゃる回遊性はどのようなイメージ
でしょうか。

太田ゆかり：（略）さて、火災後、駅前には青
空市場が生まれ、若桜街道、智頭街道、片原、
大工町通りなどの商店街も、元気であったか
ら人々の回遊性が生まれました。市長が２核
２軸とおっしゃる話は昔から認識されていた
ように思いますが、違いますでしょうか。市
長のおっしゃる回遊性はどのようなイメージ
でしょうか。
（略）鳥取駅前太平線再生プロジェクトの一
環としてシェルターが建設されることで中心
市街地の活性化が達成されるのでしょうか。
駅の乗降客数が減少している今日、どのよう
な効果が得られるのでしょうか。この維持管
理についてだれが負担するのでしょうか。ど
の商店街もアーケードの維持に大変苦労して
いるのです。もしこれらの維持費を市が負担
し、さらにアーケードのネットワークを中心
市街地全体に広げることができたら、シェル
ターを１カ所に設けるよりは、雨と雪のまち
活性化に役立ち、人に優しいまちづくりにつ
ながるのではないでしょうか、（略）
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。
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。
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の
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さ
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築
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史
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。

　

現
市
役
所
は
、
こ
の
城
下
町
の
ほ
ぼ
中
心
。
鳥

取
市
は
、
現
市
庁
舎
を
建
設
す
る
昭
和
39
年
、

1
0
0
年
の
計
と
し
て
現
地
を
選
び
ま
し
た
。
そ

の
際
も
、
現
地
と
移
転
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
将
来
の
機
能
拡
充
、
設

備
更
新
に
も
対
応
す
る
計
画
を
決
め
現
地
に
決
定

し
た
の
で
す
。
こ
の
市
議
会
決
定
に
基
づ
い
て
、

鳥
取
市
は
何
年
も
か
け
て
近
隣
の
用
地
を
購
入
し
、

江
戸
後
期
に
建
設
さ
れ
た
貴
重
な
町
家
を
購
入
解

体
し
て
ま
で
敷
地
を
拡
張
。
ま
た
、
市
の
中
央
と

い
う
こ
と
で
片
原
通
り
・
大
工
町
通
り
の
道
路
拡

幅
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
古
地
図

と
一
致
し
た
町
並
み
が
現
存
し
て
い
た
の
は
と
て

も
貴
重
の
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
町
並
み
も
失
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
い
間
計
画
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
、
過
去
の
経
緯
と
の
関
係
を
説
明
し
な
い
ま
ま

に
、
計
画
を
突
然
変
更
す
る
こ
と
は
先
人
の
努
力

を
無
駄
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

鳥
取
は
、
昭
和
18
年
鳥
取
大
地
震
、
昭
和
27
年

鳥
取
大
火
と
い
う
二
重
の
大
災
害
に
遭
遇
。
鳥
取

市
は
財
政
再
建
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

脱
出
す
る
た
め
の
懸
命
な
努
力
の
結
果
、
復
興
の

兆
し
が
見
え
た
昭
和
39
年
、
現
庁
舎
を
建
設
し
ま

し
た
。
設
計
者
は
京
都
大
学
の
多
く
の
施
設
の
設

計
に
携
わ
っ
た
構
造
設
計
を
得
意
と
す
る
設
計
者
、

内
藤
資
忠
（
す
け
た
だ
）。
旧
市
街
の
建
物
の
80
％

余
が
大
破
と
い
う
大
被
害
に
遭
っ
た
鳥
取
市
が
地

震
に
強
い
庁
舎
の
設
計
を
依
頼
し
た
の
は
当
然
だ

と
考
え
ま
す
。
設
計
に
は
そ
の
期
待
に
応
え
た
建

物
を
軽
量
化
す
る
た
め
の
曲
面
ス
ラ
ブ
や
階
段
室

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
囲
ん
だ
耐
震
コ
ア
な
ど
の
構

造
的
な
工
夫
が
随
所
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

当
時
の
施
工
は
現
在
と
異
な
り
、
軟
ら
か
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
ホ
ー
ス
で
送
り
込
む
の
で
は
な
く
、

固
練
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
バ
ケ
ツ
で
運
び
、
竹

棒
で
突
い
て
空
気
を
抜
い
た
気
泡
の
少
な
い
良
質

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
す
。
こ
の
程
の
耐
震
診
断
で

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
は
高
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
指
標
で
あ
る
中
性
化
深
度
も
浅
く
、
健
全

な
状
態
が
数
値
と
し
て
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
通
り
一
遍
の
耐
震
診
断
で
は
こ
の
よ
う
な
構

造
的
な
工
夫
が
全
く
勘
案
さ
れ
て
お
ら
ず
I
S
値

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

設
備
の
老
朽
化
対
策
は
、
常
に
必
要
な
こ
と
で

す
。
そ
れ
と
建
物
の
建
て
替
え
と
は
別
の
問
題
。

　「東
日
本
大
震
災
で
町
中
瓦
礫
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
町
で
は
、
以
前
の
町
の
姿
に
戻
す
こ
と
や
、

思
い
出
を
取
り
戻
す
た
め
に
大
変
な
苦
労
を
し
て

い
ま
す
。
鳥
取
で
は
壊
す
必
要
の
な
い
建
物
を
自

ら
の
手
で
壊
そ
う
し
て
い
ま
す
。
古
い
建
物
を
残

さ
な
い
町
に
は
思
い
出
は
残
り
ま
せ
ん
」

都
市
活
性
化
に
逆
行
す
る
市
役
所
移
転
…
市
役
所

移
転
計
画
に
含
ま
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
経
費

　

移
転
に
よ
っ
て
都
市
が
一
層
発
展
す
る
展
望
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
移
転
に
よ
っ
て
人
口
は
増

え
る
の
か
？
人
口
が
増
え
す
ぎ
て
移
転
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
な
ら
移
転
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現

在
の
鳥
取
市
で
は
考
え
に
く
い
。
全
国
で
も
駅
を

境
に
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
ま
ち
を
つ
な
ぐ
と

い
う
試
み
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
両
者
を
活
性

化
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
庁
舎
を
移
転
し
て
い
る
事
例
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
成

功
事
例
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　

市
庁
舎
を
移
転
す
る
と
な
る
と
、
新
た
な
ま

ち
の
中
心
を
作
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
庁
舎

の
建
設
費
用
だ
け
で
は
な
く
、
別
に
新
た
な
道
路

の
整
備
を
行
っ
た
り
、
看
板
設
置
、
機
能
移
転
に

関
る
費
用
が
多
く
必
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
鳥

取
市
は
現
庁
舎
周
辺
地
域
の
活
性
化
・
跡
地
活
用

に
関
す
る
基
本
方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
実
現
さ
せ
る
経
費
。
こ
れ
ら
の
中
心
市
街
地
に

関
る
二
重
の
ま
ち
づ
く
り
経
費
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
庁
舎
の
建
設
費
用
と
市
庁
舎
移
転
に
付
帯
す

る
こ
れ
ら
の
経
費
を
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
い
ど
の

く
ら
い
の
経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
庁
舎

移
転
は
庁
舎
の
建
設
費
用
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、

そ
の
ツ
ケ
が
後
々
ま
で
回
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
何
十
年
も
か
け
て
整
備
し
て
き
た
鳥
取
の

ま
ち
づ
く
り
経
費
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

現位置に市庁舎を建てる際に100年の計
とした意味は何か？また、現市庁舎の耐震
対策を評価した上で耐震補強が必要であ
れば行うべきで、詳細な調査もなしに新築
移転を決めたのは早計である。

（
裏
面
に
続
く
）

どうする？どうする？鳥取市のまちづくり。
太田ゆかりの思い─鳥取市議会での一般質問など①

平成22年12月鳥取市議会定例会
平成22年12月24日

太田ゆかりの発言

縁
が
わ
通
信
速報

①展示の今後の活用について
②市民の郷土愛を育む機会を設けることに
ついて
③小中学校における歴史教育について
④城下町の遺構をどのように把握し、考え
ているのか市長の意見をうかがいたい

教育委員会

歴史博物館の特別展示「城下に
ござる」の示す鳥取市の歴史遺
産性について

①鳥取市役所が現在の位置に建てられるこ
とになった経緯について
②現在までの中心市街地の都市計画・まち
づくりの考え方の変化について

総務部、企画推進部、都市整備部

中心市街地の都市計画・まちづ
くりの考え方の変化

質
問
の
要
約

太
田
ゆ
か
り
は

　こ
う
思
う
。

平成23年2月鳥取市議会定例会
平成23年3月8日

太田ゆかりの発言

質
問
の
要
約

「
古
い
建
物
を
残
さ
な
い
町
に

思
い
出
は
残
ら
な
い
」

な
ぜ
現
地
保
存
か
？ 

鳥
取
市
庁
舎
問
題

京都大学 法経本館

何
故
、現
市
庁
舎
の
保
存
維
持
を
求
め
る
か
？

シェルターの不可思議さ。
アーケードは商店街負担で
シェルターは市の負担？
これは何故なのか？

駅の乗降客も減少している現状でシェルター
利用者数をどうやって見込むのか？シェルタ
ーに関係する店舗数に比してはるかに関係者
の多いアーケードは商店街が負担しています。



用語解説

一般質問と質疑
地方議会の役割は、議会
に提出された議案等を審
議し、その可否を判断す
るだけではありません。
地方議会は執行機関に関
する監視機能を有するこ
とから、執行機関が行う
よう当該地方公共団体の
一般事務に関する質問を
おこない、執行機関の見
解などを求めることがで
きます。これを一般質問
といいます。

これに対し、議題となっ
ている事件について疑義
をただすために行われる
のが質疑です。例えば、
長から議会に条例案が提
出され、これを議会で審
議する際に議員が提出者
である長に対して条例案
の疑義をただすことがこ
れに該当します。
【参考文献】
地方議会議員ハンドブック

やっと『縁がわ通信』を
お届けできます。今号は、
平成22年12月の初登壇
から平成23年8月の定例
会の一般質問などをご紹
介しました。次号は5月
頃の発行をめざしていま
す。今後ともよろしくお
願いします。 太田ゆかり

「本年３月11日に発生した東日本大
震災により、災害に強く、市民の安全
安心を守る防災拠点として真に機能す
る庁舎の整備が必要であることが明ら
かになりました」とありますが、真に
機能する庁舎とはどのような庁舎か？

第９次総合計画発案時より鳥取市の税収は下が
っています。これから先、人口減少や不況のため
税収はますます少なくなると考えたら、心配！

人口18万人の郡山は瓦礫撤去に２０億を市の財政か
ら支出しました。特例市となった鳥取市ではもっと大き
な責務が課せられており、災害対策にももっと多くの自
己負担を見込まねばならないでしょう。多くの被災地は、
未だ復興の展望さえ描けていません。鳥取市としてもも
っと根本的な支援策を検討する必要があります。

　

鳥
取
は
32
万
石
の
大
き
な
城
下
町
。
日
本
の
県

庁
所
在
地
の
大
方
は
城
下
町
で
す
。
で
も
多
く
は

お
堀
す
ら
埋
め
ら
れ
、
城
下
町
の
姿
を
留
め
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
て
鳥
取
に
は
城
址
、
内
外

の
堀
、
3
本
の
街
道
と
道
路
、
区
画
割
、
町
の
要

所
・
要
所
に
設
け
ら
れ
た
鍵
道
。
用
水
、
排
水
路

が
残
っ
て
い
ま
す
。
城
下
町
の
な
ご
り
を
示
す
町

名
も
残
っ
て
い
ま
す
。
一
番
誇
り
に
思
う
こ
と
は
、

久
松
山
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
す
る
整
然
と
し
た
城

下
町
の
構
成
と
背
景
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

江
戸
時
代
の
地
図
で
歩
け
る
町
。
1
5
4
5
年
頃
、

最
初
の
櫓
が
築
か
れ
て
か
ら
約
1
0
0
年
間
、
工

夫
を
重
ね
て
築
か
れ
た
歴
史
が
大
切
に
護
ら
れ
て

き
た
町
で
す
。

　

現
市
役
所
は
、
こ
の
城
下
町
の
ほ
ぼ
中
心
。
鳥

取
市
は
、
現
市
庁
舎
を
建
設
す
る
昭
和
39
年
、

1
0
0
年
の
計
と
し
て
現
地
を
選
び
ま
し
た
。
そ

の
際
も
、
現
地
と
移
転
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
将
来
の
機
能
拡
充
、
設

備
更
新
に
も
対
応
す
る
計
画
を
決
め
現
地
に
決
定

し
た
の
で
す
。
こ
の
市
議
会
決
定
に
基
づ
い
て
、

鳥
取
市
は
何
年
も
か
け
て
近
隣
の
用
地
を
購
入
し
、

江
戸
後
期
に
建
設
さ
れ
た
貴
重
な
町
家
を
購
入
解

体
し
て
ま
で
敷
地
を
拡
張
。
ま
た
、
市
の
中
央
と

い
う
こ
と
で
片
原
通
り
・
大
工
町
通
り
の
道
路
拡

幅
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
古
地
図

と
一
致
し
た
町
並
み
が
現
存
し
て
い
た
の
は
と
て

も
貴
重
の
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
町
並
み
も
失
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
い
間
計
画
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
、
過
去
の
経
緯
と
の
関
係
を
説
明
し
な
い
ま
ま

に
、
計
画
を
突
然
変
更
す
る
こ
と
は
先
人
の
努
力

を
無
駄
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

鳥
取
は
、
昭
和
18
年
鳥
取
大
地
震
、
昭
和
27
年

鳥
取
大
火
と
い
う
二
重
の
大
災
害
に
遭
遇
。
鳥
取

市
は
財
政
再
建
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

脱
出
す
る
た
め
の
懸
命
な
努
力
の
結
果
、
復
興
の

兆
し
が
見
え
た
昭
和
39
年
、
現
庁
舎
を
建
設
し
ま

し
た
。
設
計
者
は
京
都
大
学
の
多
く
の
施
設
の
設

計
に
携
わ
っ
た
構
造
設
計
を
得
意
と
す
る
設
計
者
、

内
藤
資
忠
（
す
け
た
だ
）。
旧
市
街
の
建
物
の
80
％

余
が
大
破
と
い
う
大
被
害
に
遭
っ
た
鳥
取
市
が
地

震
に
強
い
庁
舎
の
設
計
を
依
頼
し
た
の
は
当
然
だ

と
考
え
ま
す
。
設
計
に
は
そ
の
期
待
に
応
え
た
建

物
を
軽
量
化
す
る
た
め
の
曲
面
ス
ラ
ブ
や
階
段
室

太田ゆかり：（略）「住民投票は、地方議会と
市長による代表民主制を基本とする地方自治
制度にあって、これを補完する制度として地
方自治法に規定があり、また、鳥取市自治基
本条例においても住民投票を規定していま
す」とありますが、この場合、住民投票がど
のように議会制民主主義を補完するのですか。
代表民主制を基本とする地方自治制度にあっ
て、地方自治を補完する制度として既に地方
自治法で制定しているにもかかわらず、鳥取
市は鳥取市自治基本条例を規定してあるのは
なぜですか。

太田ゆかり：東日本大震災から、はや３カ月
が過ぎました。（略）先般、鳥取・郡山友の会
のお誘いを受けて、やっと郡山に行くことが
できました。（略）郡山市庁舎が半壊になった
ということでしたが、郡山に行ってみて、そ
の被害が展望室だけだったということを聞き、
ほっといたしました。（略）昭和43年の建物
ですが、つい先日お電話でお話ししましたら、
改修して使用するということでした。

（福島県の合同庁舎は）昭和５年の建物です。
地震には全く被害に遭わず、もちろん耐震も
大丈夫でした。全く壊れていません。すぐ隣
にあった中部建設事務所は大破してしまった
そうです。（大正13年に建てられた公会堂は）
若干の耐震改修はやっておりますが、全く壊
れておりません。何と、隣に建てられた新し
い中央公民館は大破して使えなくなったとい
うことでした。

このように、新しいものがよいというのでは
なく、丁寧に建てられた古いものは安全で長
もちするということを被災地郡山で確認する
ことができました。鳥取本庁舎も丁寧に建て
られた建物だということを一人でも多くの人
に知っていただきたく、このような事例を出
しました。（略）市長の考える防災拠点とはど
のような条件を満足したものかということを
改めて伺います。
　あわせて、鳥取市災害時のための災害対策
予算の財源についてもお伺いします。
　被災された多くの市町村の復興のためには、
全国の市町村が協力する必要があると思いま
す。鳥取市としての支援に対する考え方と、
その財源について御説明ください。

太田ゆかり：（略）鳥取市自治基本条例第26
条「市は、市政の特に重要な事項について、
事案ごとにその都度条例で定めるところによ
り、住民投票を実施することができます」と
ありますが、この場合、重要な事項とはだれ
がどのようにして決めるのか、簡潔に御説明
ください。

太田ゆかり：（略）附議案の６ページにあり
ます中ほど、「現本庁舎及び第二庁舎は、平成
７年の阪神・淡路大震災の発生により、平成
８年に耐震診断を行った結果、耐震性が劣る
ことが判明しました」とありますが、平成８
年の耐震診断はどのような方に、どのように
診断していただいたのでしょうか。また、そ
の診断結果はどのようなもので、このたび行
われました平成20年から21年の耐震診断結
果とどのような違いがあるのでしょうか。

（略）そして、７ページにあります、安心安全
を守る防災拠点として市民を守る庁舎につい
て。「本年３月11日に発生した東日本大震災
により、災害に強く、市民の安全安心を守る
防災拠点として真に機能する庁舎の整備が必
要であることが明らかになりました」とあり
ますが、真に機能する庁舎とはどのような庁
舎か、具体的に説明してください。

太田ゆかり：（略）第９次総合計画について。
第９次総合計画の中で「新庁舎建設を前提と
した長期的な見通しを立てております」とあ
りますが、９次総合計画に記載されている財
政見通しの表が、お手元にはないかもしれま
せんが、この総合計画の中にありますが、こ
れを勘案しなかった場合、どのような表にな
っていたのでしょうか。簡単でいいですので、
御説明ください。

太田ゆかり：（略）鳥取市自治基本条例第26
条「市は、市政の特に重要な事項について、
事案ごとにその都度条例で定めるところによ
り、住民投票を実施することができます」と
ありますが、この場合、重要な事項とはだれ
がどのようにして決めるのか、簡潔に御説明
ください。

太田ゆかり：（略）附議案の６ページにあり
ます中ほど、「現本庁舎及び第二庁舎は、平成
７年の阪神・淡路大震災の発生により、平成
８年に耐震診断を行った結果、耐震性が劣る
ことが判明しました」とありますが、平成８
年の耐震診断はどのような方に、どのように
診断していただいたのでしょうか。また、そ
の診断結果はどのようなもので、このたび行
われました平成20年から21年の耐震診断結
果とどのような違いがあるのでしょうか。

（略）そして、７ページにあります、安心安全
を守る防災拠点として市民を守る庁舎につい
て。「本年３月11日に発生した東日本大震災
により、災害に強く、市民の安全安心を守る
防災拠点として真に機能する庁舎の整備が必
要であることが明らかになりました」とあり
ますが、真に機能する庁舎とはどのような庁
舎か、具体的に説明してください。

太田ゆかり：（略）第９次総合計画について。
第９次総合計画の中で「新庁舎建設を前提と
した長期的な見通しを立てております」とあ
りますが、９次総合計画に記載されている財
政見通しの表が、お手元にはないかもしれま
せんが、この総合計画の中にありますが、こ
れを勘案しなかった場合、どのような表にな
っていたのでしょうか。簡単でいいですので、
御説明ください。

既に地方自治法で制定しているにもか
かわらず、鳥取市は鳥取市自治基本条
例を規定してあるのはなぜですか。

市長の考える防災拠点とはどのような
条件を満足したものか

議会制民主主義にも問題があり得るか
ら鳥取市住民基本条例が生まれたはず。

と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
囲
ん
だ
耐
震
コ
ア
な
ど
の
構

造
的
な
工
夫
が
随
所
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

当
時
の
施
工
は
現
在
と
異
な
り
、
軟
ら
か
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
ホ
ー
ス
で
送
り
込
む
の
で
は
な
く
、

固
練
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
バ
ケ
ツ
で
運
び
、
竹

棒
で
突
い
て
空
気
を
抜
い
た
気
泡
の
少
な
い
良
質

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
す
。
こ
の
程
の
耐
震
診
断
で

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
は
高
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
指
標
で
あ
る
中
性
化
深
度
も
浅
く
、
健
全

な
状
態
が
数
値
と
し
て
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
通
り
一
遍
の
耐
震
診
断
で
は
こ
の
よ
う
な
構

造
的
な
工
夫
が
全
く
勘
案
さ
れ
て
お
ら
ず
I
S
値

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

設
備
の
老
朽
化
対
策
は
、
常
に
必
要
な
こ
と
で

す
。
そ
れ
と
建
物
の
建
て
替
え
と
は
別
の
問
題
。

　「
東
日
本
大
震
災
で
町
中
瓦
礫
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
町
で
は
、
以
前
の
町
の
姿
に
戻
す
こ
と
や
、

思
い
出
を
取
り
戻
す
た
め
に
大
変
な
苦
労
を
し
て

い
ま
す
。
鳥
取
で
は
壊
す
必
要
の
な
い
建
物
を
自

ら
の
手
で
壊
そ
う
し
て
い
ま
す
。
古
い
建
物
を
残

さ
な
い
町
に
は
思
い
出
は
残
り
ま
せ
ん
」

都
市
活
性
化
に
逆
行
す
る
市
役
所
移
転
…
市
役
所

移
転
計
画
に
含
ま
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
経
費

　

移
転
に
よ
っ
て
都
市
が
一
層
発
展
す
る
展
望
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
移
転
に
よ
っ
て
人
口
は
増

え
る
の
か
？
人
口
が
増
え
す
ぎ
て
移
転
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
な
ら
移
転
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現

在
の
鳥
取
市
で
は
考
え
に
く
い
。
全
国
で
も
駅
を

境
に
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
ま
ち
を
つ
な
ぐ
と

い
う
試
み
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
両
者
を
活
性

化
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
庁
舎
を
移
転
し
て
い
る
事
例
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
成

功
事
例
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　

市
庁
舎
を
移
転
す
る
と
な
る
と
、
新
た
な
ま

ち
の
中
心
を
作
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
庁
舎

の
建
設
費
用
だ
け
で
は
な
く
、
別
に
新
た
な
道
路

の
整
備
を
行
っ
た
り
、
看
板
設
置
、
機
能
移
転
に

関
る
費
用
が
多
く
必
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
鳥

取
市
は
現
庁
舎
周
辺
地
域
の
活
性
化
・
跡
地
活
用

に
関
す
る
基
本
方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
実
現
さ
せ
る
経
費
。
こ
れ
ら
の
中
心
市
街
地
に

関
る
二
重
の
ま
ち
づ
く
り
経
費
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
庁
舎
の
建
設
費
用
と
市
庁
舎
移
転
に
付
帯
す

る
こ
れ
ら
の
経
費
を
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
い
ど
の

く
ら
い
の
経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
庁
舎

移
転
は
庁
舎
の
建
設
費
用
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、

そ
の
ツ
ケ
が
後
々
ま
で
回
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
何
十
年
も
か
け
て
整
備
し
て
き
た
鳥
取
の

ま
ち
づ
く
り
経
費
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

安全・安心を確保するために
は分散する方が遥かに確実。統
合化は実は危険性を高める。

ポ
イ
ン
ト
！

市
庁
舎
問
題
に
つ
い
て

表
面
か
ら
の
続
き

太田ゆかりの思い─鳥取市議会での一般質問など②

平成23年8月鳥取市議会臨時議会
平成23年8月18日

太田ゆかりの発言

太田ゆかりの発言

①鳥取市自治基本条例について
②耐震診断結果について
③安心安全を間持つ防災拠点として市民を
守る庁舎について
④第9次総合計画について

庁舎整備局

鳥取市の市庁舎新築移転計画
に関する住民投票条例の制定
について

質
疑
の
要
約

平成23年6月鳥取市議会定例議会
平成23年6月17日

①市長の考える防災拠点とはどのような条
件を満たしたものなのか
②災害時のための災害対策予算の財源につ
いて
③鳥取市の支援に対する考え方とそのため
の財源について

防災調査監

防災拠点の条件についてと、東
日本大震災による被災地の復興
支援について

質
問
の
要
約

郡山市庁舎

郡
山
市
公
会
堂
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

地方自治法にあるリコール権だけでは不十分
な場合があるから住民投票条例を定めたはず
なのに、住民投票すべきか否かを、議会が決
めるというのは、まさにアクセサリー条例。


